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トップメッセージ

ＩＨＩグループは、経営理念として「技術をもって社会の発展に貢献する」「人材こそが最大かつ唯一の財産である」
の２つを掲げています。
創業から 160年以上にわたり積み上げてきた技術と人の力によって、あらゆるステークホルダーや社会の「夢」を実現
することが、わたしたちの使命です。そのことを「Realize your dreams
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経営と CSR

経営の考え方
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経営と CSR
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経営と CSR







SUSTAINABILITY REPORT 201712

経営と CSR
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経営と CSR

■ 重要課題の設定のプロセス
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経営と CSR

■ 社会課題と主な活動テーマ
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経営と CSR

SDGs
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経営と CSR

I H I
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経営と CSR

（株）I H Iインフラシステムが、トルコで建設を進めていたイズミット湾横断橋（ト
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経営と CSR

I H Iグループは、株式会社ちとせ研究所および有限会社ジーン・ア
ンド・ジーンテクノロジーと共同で、2011 年より化石燃料に代わる
新たなエネルギー源として「MOBURA」と命名した藻類バイオ燃料
の開発を進めています。
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経営と CSR
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経営と CSR

わたしたちは、人と機械が連携しお互いの強みを発揮しあって働ける未来の実現を目指しています。
ものづくりの現場では、生産性の向上や労働力不足対策などとして、ロボットの導入が進められています。わたした
ちは、搬送や溶接のような単一の作業だけでなく、組み立てや加工といった複雑な作業を人に代わってできるように
知能化された産業用機械を開発しています。人が手本を示すことにより人のスキルや技術を習得させたロボットの学
習データを複数のロボットにコピーすることで、作業効率の大幅な向上とともに、絶やすことのできない熟練技術の
伝承も期待できます。
また、屋外作業現場や災害地、海中などのアクセスが難しい場所で作業を行なう無人機システムも開発しています。
オペレーターが安全で快適な運転室から複数の知能化された機械を遠隔監視しながら自動運行するシステムです。
無人機システムの実用的な取り組みの先駆けとして、2017年に国土交通省九州地方整備局九州技術事務所および株式
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経営と CSR

I H Iグループのオープンイノベーションの起点として2014年に
開設した「 I H Iつなぐラボ」への来場者は、3 年間で延べ 7,000 

人を超えました。
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経営機構図

ボードメンバー

■ 役員の構成

https://www.ihi.co.jp/ihi/company/executivelist/

2016年

2017年



　役員の選任









コンプライアンス
　基本的な考え方

　コンプライアンス体制

「コンプライアンス」は、社会の中で企業が活動を行うための基盤となるものです。
I H I



コンプライアンス・ホットライン

I H Iでは、I H Iグループ各社の役員または従業員等による法令、社内規定や社内外のルールに対する違反またはその
恐れのある行為などを未然にあるいは早期に把握し、適切な是正を図るための内部通報制度として、コンプライアンス・





コンプライアンス川柳



　事業活動におけるコンプライアンス

近年の企業活動のグローバル化・ボーダーレス化の進展にともない、海外市場での商取引の機会の維持・獲得を図るに



安全保障輸出管理

I H I





■ リスク管理体制図

　リスク管理体制







■ 大型案件を下支えする仕組み

「トールゲート方式」とは



プロジェクトにおける管理体制

大型プロジェクト案件（工事進行基準対象工事※などの請負金規模の大きいプロジェクト案件）の実施段階において、





情報セキュリティマネジメントシステムの運用

I H I



知的財産の保護活動と第三者の知的財産権の尊重



■ 2016年度の活動 TOPICS

グループ経営方針 2016の目標実現に向けて
グループ経営方針 2016









SUSTAINABILITY REPORT 2017 54

社会

品質マネジメントシステムの運用

従業員への教育・研修

安全設計の実践と品質向上への取り組み

I H Iグループの事業部門では ISO9001などの品質マネジメントシステムを業務に取り込んでいます。外部審査機関
による審査を毎年受けて、システムと業務の改善を続けています。グループ会社（子会社）においても、国内グルー
プ会社の 31
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株主との対話

海外投資家との対話

I H Iは、上記の基本方針のもと、IR・SR活動を推進しており、各種開示資料の充実を図るとともに、決算に関する
説明会や事業部門ごとの説明会を開催し、その内容をインターネットで配信するなど積極的かつ公平な開示に努めて
います。
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法令の遵守への取り組み

I H Iグループでは、下請代金支払遅延等防止法（以下、下請法）や建設業法などの調達関連法規に関する教育や内部監
査に注力し、コンプライアンス強化をはかっています。
教育に関しては、調達関連法規の遵守を目的として、グループ内で教育講座を実施しています。この講座では、業務上、
下請法や建設業法の理解が必要と考えられる部門にも門戸を広げ、グループ全体の、法令の理解と適正な業務運営に対
する意識向上に努めました。2016年度開講の下請法講座には 122名、建設業法講座には 87名が参加しました。
また、グループの調達部門を対象に下請法に関する内部監査、指導を行なっています。2012
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社会 

地域社会の皆さまとともに
責任者メッセージ

基本的な考え方

企業も、地域コミュニティを形成する一員として、地域の皆さまとの円滑なコミュニケー
ションを通じて、地域の課題解決等に取り組んでいく責任があります。
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社会 

次世代の育成

ものづくり・科学技術の振興

小中学生向け出前授業を開催

I H Iフォーラム
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人権の尊重

I H Iグループでは、「人材こそが最大かつ唯一の財産である」という経営理念に基づき、人権問題への取り組みを推進
しています。わたしたちの人権啓発活動のはじまりは、1981年に全社同和推進委員会を発足させたときにさかのぼりま
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I H I
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社会 
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I H I
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I H I
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社会 

■ 休業災害度数率（I H Iグループ）

I H I
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社会 

■ 年次休暇平均取得日数（I H I一般従業員）

■ 月平均時間外労働時間の推移（I H I）

■ 労働組合の加入者数（I H I）
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全社業務改善活動である「I-Project
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社会 

人材育成の取り組み

グローバル人材の育成

技能伝承
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環境
I H Iグループの環境経営
グループ環境マネジメント
製品・サービスを通した環境負荷低減
事業活動を通した環境負荷低減
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グループ環境ビジョン
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　「グループ環境活動計画 2016」で定められている各項目および目標と、初年度である 2016年度の実績とその評価（◎、
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グループ環境マネジメント
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■ 国内関係会社

主管部門
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■ 海外関係会社
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　環境法令遵守状況

　環境コミュニケーション

2016年度、I H I グループは環境法令遵守状況を評価するために、環境事故、環境法令違反の定義を見直しました。
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製品・サービスを通した環境負荷低減
環境配慮製品

I H Iグループでは、2014
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環境報告
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環境報告

■ ガソリン車用ターボチャージャー

■ 小型バイナリー発電装置　ヒートリカバリー HRシリーズ

ターボチャージャーを自動車に搭載することで、エンジンのパワー
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事業活動を通した環境負荷低減
マテリアルバランス

2016年度における I H I
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資源循環型社会への貢献

I H I
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環境報告

化学物質情報管理の推進

I H I
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環境報告

2010年度、愛知事業所の広大な緑地を生物多様性の保全という観点
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環境報告

愛知事業所では敷地内の樹木を外来種から在来種へ転換する活動の一環とし
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パフォーマンスデータ
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パフォーマンスデータ
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パフォーマンスデータ




